
①前処理システムの開発

②高品位選別システムの開発

従来の手作業に代えて，廃小型家電の解体や基板等の選別作業を自動で行う機器・システムの開発

○手作業に頼らず，廃製品を機械により安全に破砕し，形状を壊さず部品単位まで自動選別するシステム
を開発する。
◆二次電池等の形状を維持したまま製品を破砕できる製品解体用破砕機の開発
◆解体後，データベースの構築・活用により二次電池等を自動選別するシステムの開発

有用な金属などをリサイクルしやすいように単一素材に選別するシステムの開発

○メタル付きMIXプラスチックからメタルを分離し，プラスチックを用途別に選別するシステムの開発
◆プラスチック・メタル複合物の選別システムの開発
◆プラスチックの用途別選別システムの開発

○基板やMIXメタルなどの複合物を単一素材別にまで選別する「細粒子選別システム」の開発
◆メタル類の粉砕・選別システムの開発
◆システムの最適化とモデルプラントの設置・稼働

従来の前処理

手解体工程

１製品ずつ部品ブ
ロックごとに手で
解体

手選別工程

解体後主要部品を目
視で確認しながら手
で選別

開発内容

「製品解体用破砕機」の開発

大量の小型家電の一括･自動
解体が可能に！

部品単位まで自動選別する

「部品選別ソータシステム」の開発

廃製品
データベース 部品の個体認識により

大量の二次電池等の正確な
自動選別が可能に！

二次電池等の形状を壊さずに
製品を破砕

自動化の実現！

（画像はイメージ）

開発イメージ

（画像はイメージ）

（画像はイメージ）

開発イメージ

②高品位選別システムの開発

メタル付きMIXプラ

プラスチックの割合が年々増加。
価値が低下し，結果的に
プラスチックも金属も回収できず

最終処分

基板やMIXメタル

現在は製錬所で金銀銅のみ回収。

経済性から単一メタル毎の回収

ができずにそのまま売却

従来の処理

リサイクル

リサイクル

従来の処理

高品位選別システム（プラスチックの選別用）

MIXメタル

MIXプラ

「プラスチック種類別選別システム」の開発

比重などに
よる選別

用途別選別

高品位選別システム（メタルの選別用）

微粉砕機の開発 銅・貴金属・レアメタル
などを種類別に回収

「細粒子選別システム」の開発
（画像はイメージ） （画像はイメージ）

別紙【参考】 革新的なリサイクル技術の開発概要

従来は手解体 → 手選別 自動破砕 →自動選別の実現（大幅なコスト低減）

メタル別選別へ

売却


